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川
越
移
転
問
題

二
面
　
四
・
二
八
～
五
・
一
五

　
東
洋
大
闘
争

　
　
　
の
歴
史
と
現
実
Ｉ

三
面
　
　
　
　
　
　
　
’

　
特
集
反
戦
自
衛
官

　
Ｉ
小
西
三
曹
に
聞
く

四
面
　
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
生
協
問
題
当
会
提
言

一

　
教
養
Ｉ
程
の
川
郎
μ
ｋ
は
、
す
で
に

　
中
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
で

　
も
ま
っ
た
く
ろ
。
’
ら
て
い
な
い
。

以
レ
ー
。
の
よ
っ
な
回
汽
を
出
し
た
。

　
し
か
し
Ａ
ぐ
高
石
旧
一
し
た
。
耗
営
学

Ｓ
の
間
咆
に
り
・
い
で
回
も
鴇
。
’
３
１
い
な

い
Ｂ
世
扇
丿
査
は
と
の
よ
う
な
方
眼
で

行
っ
た
の
か
弘
ゐ
砧
栄
か
Ｊ
し
く
出

き
れ
ご
‥
ｊ
ぐ
ｉ
く
カ
？
Ｆ
４
行
わ

Z
…
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1
1
.
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'
;
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3
い

へ
川
越
に
に
く
に
は
峙
囮
か
あ
ま
り

５
％
．
Ｆ
ｙ

Ｆ
ｆ
Ｅ

Ｕ
Ｊ

９
￥

り
　
。
‐
Ｉ
以
パ
い
み
・
．
ｙ
か
う

ぐ
胞
は
、
｀
ご
の
学
生
は
匠
刈
で
あ

う
っ
。

ｃ
・
目
ｍ
の
Ｍ
尼
に
り
い
て
、
経
済
学

ぶ
の
Ｑ
岬
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

学
校
ｊ
Ｑ
の
利
狗
一
浪
の
必
然
的
帖
束

で
あ
そ
水
桶
入
？
が
脚
半
行
な
わ
れ

て
い
る
殴
り
、
た
だ
叫
錘
玉
を
川
越

に
移
せ
ぱ
解
酌
す
る
と
い
う
問
題
で
は

な
い
。
一
部
７
生
を
川
越
に
移
す
Ｉ
ｉ
」

に
よ
り
、
肖
ひ
白
山
に
お
け
る
学
生
を

多
y
4
1
4
J
j
2
t
j

v
S
i
l
l
j
p

4

る
に
ち
が
い
な
い
。

さ移¬
る転経
　微済
　回学
　　ゝL_

　確川

　約越

　
経
済
学
Ｓ
教
４
公
は
「
経
済
学
の
川

越
侈
転
は
Ｊ
務
的
手
統
り
不
一
に
よ
り

行
な
わ
れ
た
も
り
で
あ
り
、
来
年
度
の

斯
学
剛
か
ら
は
川
越
の
経
済
学
講
４
を

白
山
に
も
ど
了
」
と
の
見
解
を
行
な
っ

Ｑ　
　
Λ
解
　
説
Ｖ

　
厦
洋
大
学
報
（
浦
巻
一
八
り
）
に
大

ｌ

告
が
の
っ
て
い
る
。

　
現
在
「
Ｓ
二
次
試
案
を
答
申
中
で
あ

り
、
『
学
岫
建
設
推
知
委
Ｎ
公
』
（
仮

称
）
が
近
く
成
立
す
る
」
と
あ
る
。

り
学
館
間
還
は
、
学
校
き
局
の
機
動
隊

導
入
に
対
す
る
氾
求
の
む
に
か
く
れ
て

資
面
叱
し
な
く
な
っ
た
。

　
し
か
し
・
了
校
酒
Ｑ
は
学
ｔ
か
追
求
し

た
自
ぬ
の
本
賢
に
心
‥
λ
る
こ
と
な
く
、
‐

‐

　
”
’
　
　
　
　
　
　
一

良
く
同
、
ぃ
≒
よ
う
に
公
表
し
た
が
。

　
注
。
ぷ
’
べ
Λ
こ
と
は
「
と
’
‘
ろ
で
李

ヤn

　｡-　｜

ヅ
ン
ケ
ー
ト
回
河
賤

ぃ
り
口
ま
で
総
数
″
四

ご
（
μ
志
と
あ
る
。

に
自
冶
の
・
冰
以
に
乙
‥
λ
る
こ
と
な
く
、
‐
り
、
‐
ｉ
　
。
ぐ
甲
四
十
瓦
入
り
回
ｔ
‥

（
機
動
隊
４
べ
）
呑
り
み
る
こ
と
な
く

に

’
。
≒
…
・
（
口
唇
雲
間
い
た
と

ｎ
）
じ
一
）
年
ょ
り
７
館
建
ａ
に
つ
い
て

こ

ｌ
‘
。
；
‐
‐
。
・
久
．
Ｊ
。

凄
ｊ

ぺ

　
こ
こ
に
お
い
Ｃ
学
校
当
局
は
学
ｔ
の

意
４
を
収
り
入
れ
・
’
？
』
い
う
与
針
り
、

そ
０
．
ト
リ
ー
し
で
口
論
調
査
」
と
い

う
１
ぞ
ち
た
。

　
大
学
報
♀
ハ
リ
）
に
よ
’
心
と
「
第

二
次
哩
一
試
４
は
、
ま
ず
飼
よ
り
も
、

さ
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
あ
ら
わ
れ

た
学
生
諸
君
の
Ｗ
Ｊ
、
意
見
を
慎
重
壽

４
し
て
（
第
九
回
委
Ｍ
会
闘
一
月
二
十

二
Ｕ
）
可
能
な
か
ぎ
り
そ
の
要
求
に
添

っ
て
昨
誂
を
釦
え
た
も
０
で
あ
る
」
と

し
て
あ
Ｊ
Ｑ
。

　
当
局
は
学
ｔ
り
息
見
を
あ
ま
り
に
も

渠
洋
大
？
報
と
い
う
、
や
学
友
に
噴
火

に
吟
り
な
い
ｐ
以
を
腿
っ
て
企
み
に
わ

れ
わ
れ
ゃ
‘
‐
:
1
ぐ
ら
か
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
今
、
爽
わ
れ
て
い
る
川
越
問

Ｉ
に
司
・
’
ｋ
は
め
φ
な
ら
、
経
済
学
部
自

治
公
の
公
開
頁
間
状
の
当
Ｑ
の
回
５
に

あ
る
「
…
…
体
育
実
技
受
講
生
か
ら
の

要
‐
Ｗ
Ｅ
に
応
じ
た
も
０
で
あ
る

1
‐
‐
と
い
う

又
は
い
か
に
吹
餉
的
で
あ
る
か
か
わ
か

る
だ
ろ
う
。
ま
し
て
凋
査
砧
Ｉ
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
・
・
Ｑ
。

　
現
化
、
政
府
の
大
学
立
法
の
実
質
的

沖
縄
派
兵
阻
止
へ
向
け

　
　
　
　
市
ケ
谷
へ
独
自
デ
モ

　
伸
一
は
、
瓦
月
一
瓦
□
「
口
本
に
厦
帰
す
る
ご
と

片
肘
は
・
Ｒ
ん
で
い
る
が
、
渠
に
し
て
内
実
は
ど
う
か
ゅ
・

米
軍
昧
地
り
大
半
は
そ
○
ま
ま
機
能
し
、
加
ｊ
で
自
衛

隊
か
民
兵
さ
れ
る
。
冲
伺
人
民
は
一
宏
戦
。
吻
二
十
五
年

。
四
日
ハ
ぷ
土
い
嗚
牡
と
な
っ
て
来
た
。
米
軍
支
配
下
に

お
い
て
、
う
り
り
．
Ｊ
賎
伺
ふ
琢
い
と
ら
れ
、
冲
莉
か
ら

北
爛
ｏ
戦
闘
隨
が
飛
ひ
、
ま
さ
に
Ｍ
地
の
申
の
沖
縄
で

28４

独
自
デ
モ

　
　
貢
徹
す

あ
っ
た
。
六
栄
足
の
カ
エ
ル
か
生
れ
、
井
戸
０
水
が
燃

え
、
燥
音
に
な
や
ま
さ
れ
、
米
軍
０
鯖
力
か
横
行
し
そ

の
暴
力
に
対
し
て
口
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
復

帰
」
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か
、
そ
れ
は
日
帝
の
ア
ジ

ア
ヘ
の
再
侵
略
に
仙
な
ら
な
い
。
冲
繩
へ
自
衛
隊
を
派

兵
す
る
こ
と
に
よ
り
米
、
日
恒
共
同
支
Ｍ
を
Ｉ
．
九
成
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

隊
を
眠
以
す
る
の
で
あ
る
。
本
土
に
お

け
る
我
々
は
日
南
０
．
肖
侵
略
を
許
さ
ず

一
四
月
こ
人
目
方
で
構
内
．
．
リ
館
唐
．
叛
軍
政
利
を
支
え
る
八
一
｛
、
法
学
４
靫

　
前
で
保
々
処
分
粉
砕
弓
勣
委
叫
会
、
小

一

線
、
社
会
学
部
戦
線
、
経
常
学
丿
闘
争

-。月会郷
沖五公巡
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の
ア
ジ
ア
円
Ｑ
略
に
同
け
た
侵
略
・
反
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Z
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十
五
年
圓
、
陣
列
は
米
ポ
戈
配
下
に
あ

　
　
り
、
自
ら
い
以
利
を
ふ
以
に
じ
ら
れ
、

　
　
あ
ら
ゆ
る
卸

1
1
を
強
い
ら
れ
で
き
ぺ

ｍ
そ
ｏ
爆
発
が
七
Ｃ
ｊ
十
二
月
二
十
日
の

・
コ
ザ
Ｕ
句
で
あ
り
、
抑
鰭
発
島
は
哨
国

心
吋
．
義
６
い
野
ツ
を
打
ち
砕
き
、
自
ら
の

四
万
で
目
．
ツ
れ
回
す
・
八
一
い
が
起
き
て

四
い
る
ご
．
’
○
叫
ひ
は
ポ
土
人
民
に
強
く

心
い
回
け
ら
れ
で
い
司

｀抜く果敢に闘1し、

　
太
土
入
氏
は
印
祠
人
民
を
臓
牲
に

「
繁
栄
」
つ
．
む
ざ
ぱ
り
そ
０
上
、
弟
二

次
大
戦
申
、
大
山
―
（
恥
国
い
為
）
と

い
う
ち
に
、
肉
睨
・
幼
児
ま
で
向
・
白
人
一

も
Ｏ
呻
約
人
民
を
味
方
で
あ
る
日
本
ポ
’
一

励
割
ｙ
八
八
い
旧
・
以
丿
円
尽
ツ
．
・

し
で
こ
こ
に
八
笛
丿
一
．
別
邸
な
は
五

と
し
て
山
辺
≒
し
か
し
米
山
は
ド
ル
’
．

か
け
で
い
．
叱
こ
こ
に
お
い
て
『
グ
ア

ム
・
ド
ク
ト
リ
ン
』
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
″
ｙ
ジ
了
こ
し
で
ア
ジ
ア
八
万
闘

わ
恕
ｊ
ｙ
、
と
い
う
政
汝
を
出
し
、
冲

問
ふ
・
・
－
日
当
旨
Ｔ
こ
と
に
よ
り
、
目
哨

に
大
バ
パ
か
わ
り
を
さ
せ
よ
つ
心
し

て
い
一
ｙ

１
９
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Ｆ
･
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そ
２
２
２
?
９
．
７
と
す
・
・
だ
め
□
凶

沖縄デー

の
ヽ
と
ブ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
力
強
く
行
っ

た
。

　
ま
た
市
民
に
、
フ
ラ
ン
ス
デ
モ
、
ジ

グ
ザ
グ
デ
モ
で
ア
ピ
ー
ル
し
濤
水
谷
公

園
で
解
散
。
独
自
デ
モ
を
や
り
ぬ
い
た

こ
と
を
確
認
し
、
瓦
Ｕ
十
五
目
の
冲
知

『
返
還
』
粉
除
者
ご
闘
う
こ
と
を
Ｅ

右
し
た
。

一
債
権
攻
撃
は
、
六
比
年
の
唄
大
々
出
講

ｉ
祀
守
戦
の
慢
、
学
隋
を
襲
っ
て
い

一
る
ａ

　
六
八
沢
同
鳩
目
闘
ヤ
な
』
現
と
し
た

咀
限
大
岡
’
μ
も
渚
学
部
目
り
公
の
吸
逞

に
み
り
れ
’
Ｑ
剃
ぷ
了
ｔ
．
の
Ｍ
の
闘
い
の

弱
体
Ｓ
の
た
め
こ
Ｉ
Ｑ
ペ
ー
ス
で
辿
ん

で
い
る
。

　
　
『
学
生
の
。
怠
志
応
礦
せ
よ
』
と
し

ｰ
9
1
t
i
g
l
J
i
7

:
G
g
求
に

似
。
‐
Ｌ
も
似
リ
か
恒
ｊ
の
一
な
凶
湛
ｔ

の
は
殯
さ
れ
‘
‐
Ｑ
巾
で
ぼ
設
さ
れ
こ
。

　
ま
た
、
一
日
山
．
ａ
Ｆ
目
９
ｉ
建
設
ら

こ
の
択
一
で
は
酒
‥
Ｊ
『
ベ
ー
ス
の
ふ
・
、
行

な
わ
れ
る
こ
と
は
誤
り
な
い
。

　
学
生
哨
の
が
求
は
｀
に
く
。
叫
Ｉ
で
あ
り
Ｉ

我
々
は
断
乎
と
し
て
四
‐
肩
口
・
０
々
求
２

嘸
い
抜
く
こ
と
を
怠
一
応
せ
ね
ぱ
な
ら

な
い
。

　
闘
う
学
友
の
統
一
は
自
む
会
の
旨
性

叱
の
申
で
か
ち
と
ら
ね
は
な
・
り
な
い
。
・

　
封
鎖
に
抗
議

　
　
　
　
　
　
－
べ
平
還
な
ど

　
ぺ
平
出
な
ど
市
民
剛
体
、
学
ｔ
団
体

は
米
靖
国
主
４
の
ト
ン
キ
ン
同
封
鎖
に

S
t
y

a
Q
h
七
を
囲
い
ペ

　
ア
メ
リ
カ
大
崎
鮎
へ
の
波
秋
岡
な
デ

モ
は
紅
祠
さ
れ
今
も
行
な
わ
れ
て
い
る

　
栄
。
哨
国
Ｅ
４
４
は
収
北
か
決
宅
旧
に

な
。
‘
Ｑ
即
刻
放
心
狸
Ｗ
恒
を
。
露
骨
に
し

て
き
で
い
る
。
ま
た
相
喫
緊
で
の
軍
顧

修
理
な
ど
禎
極
的
に
哀
帝
を
支
援
し
て

日
収
政
府
に
銃
創
を
刎
凡
ね
は
な
ら
な

い
。
米
踊
と
□
帝
ご
チ
ー
ゐ
イ
ラ
イ

ボ
の
収
北
に
む
け
、
大
使
館
攻
撃
を
継

統
し
で
闘
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

学
内
機
動
隊
導

入
公
判
開
か
る

　
五
月
一
二
日
、
東
京
地
政
．
瓦
〇
四
号

法
廷
で
前
喫
洋
大
学
学
部
代
表
酋
公
議

議
侵
田
爛
勇
む
と
経
済
学
部
生
丹
Ｍ
坏

君
に
対
す
る
昭
旧
四
十
一
．
一
年
六
月
二
十

八
Ｕ
隋
刻
限
学
円
辱
入
場
倅
公
判
が
賜

か
れ
た
．

一
こ
の
ぶ
件
は
ぺ
十
八
年
六
月
二
十
八

．
日
、
川
越
拝
転
回
？
一
同
に
ｔ
学
友
か

一

大
学
当
Ｑ
に
「
川
越
μ
転
回
対
」
「
図

計
．
内
的
に
咳
印
望
み
人
し
た
こ
ご
で

起
っ
た
も
Ｏ
で
あ
．
～

　
当
時
、
社
会
学
昂
口
沢
ヤ
叉
に
団

体
沙
へ
昌
や
り
添
ぺ
紀
行
委
□
公
○
呼

ひ
万
け
で
二
‐
1
.
七
日
午
き
一
回
か
ら
学

Ｅ

ド

伺
い
た
際
、
理
ぶ
長
は
「
．
学
艮
は
い
な

い
」
と
説
明
、
学
生
間
は
滅
し
く
Ｕ
求

し
た
．
帖
果
、
集
公
は
翌
日
ま
で
も
ら

こ
さ
れ
た
か
、
当
時
ｏ
山
崎
学
ぶ
胃

は
理
ぷ
艮
り
べ
で
角
由
に
一
列
隊
を

導
入
、
二
り
削
に
坐
り
込
ん
．

』 じ
い
こ
学

友
‐
．
七
‐
１
一
匹
包
ガ
ー
泌
リ
．
そ
だ
り
で

あ
・
Ｓ

　
こ
○
日
、
印
一
川
り
持
豹
印
４
へ
で

あ
り
記
入
の
風
５
助
戮
ほ
４
桟
ぺ
・
、
朗
Ｏ

「
Ｑ
ぶ
」
大
水
に
召
し
ー
旨
い
り
べ

を
．
政
則
、
映
り
日
ｏ
い
・
り
よ
之
に
江

序
茫
１
と
か
、
や
む
か
０
な
ツ
ヮ
た

一
・
勤
謀
り
Å
、
詞
に
吋
し
ｙ
ｒ
「
学
「

Ｍ
Ｏ
々
求
は
当
然
で
ム
リ
．
‐
」
「
山
り

学
胞
Ｊ
ｋ
は
扱
司
か
ら
計
目
引
に
吋
勤

隊
ぃ
ｊ
ｙ
レ
だ
」
―
況
測
、
よ
い
．
．
ら

咀
り
い
殴
、
学
ｙ
伺
い
心
大
・
べ
４
口

細
へ
昌
．
以
任
口
承
で
山
り
．
ダ
ド
は

辞
任
吋
ビ
ー
以
≒
し
バ
バ
ツ
．
６
［

凡
こ

　
ｙ
、
］
回
鴇
‥
応
・
又
ｄ
リ
ー
こ
り
・
．
・

申
．
目
‥
午
咋
跡
い
予
喫

し
・
ぺ
そ
い
月
閃
い
闘
い
は
｀
よ
り
札
こ
い
政
利
は
八
八
年
ツ
士
�
闘
争

肖
に
則
ｊ
ｈ
‥
一
わ
わ
？
・
’
い
う
こ
｀
ぶ
｀
一
‐
り
回
ｙ
間
う
ち
ｏ
ｙ
ツ
り
Ｉ
、
ス
吋
、

ヤ
’
！
．
ｊ
Υ
μ
い
回
り
几
し
ご
、
恥
り
し
’
で
｛
引
ト
ゼ

雨
ガ
ド
八
ｙ
ｌ
・
や
り
心
こ
ご
Ｉ
Ｉ
む
ｕ

し
;
「

　
Ｍ
哨
ぺ
、
大
尽
沢
ゾ
向
い
改

△
ア
ッ
ピ
ー
ル
▽

？
ゾ
、
り
け
ど
‥
吟
万
。
ご
り
い
戸
、
‘

山
ゾ
、
バ
ツ
ツ
リ
‥
．
Ｔ
ハ
乙
べ
わ
こ
９
ぺ
に
ぃ
ー
。
フ
ツ
ペ
。
ツ
ら
‐
≒
‥
‐
。

む
　
叙
し
い
白
い
中
、
ヅ
‥
・
バ
り
・

１ １
１
１
１
Ｘ

Ｑ
申
、
ぺ
い
ベ
ツ
、
『
．
’
ｙ
Ｊ
ｈ
‐
、
デ

七
几
丿
司
し
囚
ツ
、
に
一
心
ぶ
９

I
F
j
し
≒

一 一

り
い
ぺ
ご
ぺ
。
‥
‥
忖
l
y

‐
％
7

い
Ｉ
ベ
。
。
ｙ
ｙ
、
回
い
い
洵
パ
ム

　
ｈ
。
、
。
当
。
、
阿
。
一
’
。
ヅ
。
パ
バ

ら
、
。
犬
、
。
｀
。
…
…
…
’
心
　
。
≒

ｉ
り
・
一
ｆ
・
Ｉ
″
’
・
｀
４
　
ｋ
Ｉ
ｒ
－
　
ｋ
ｌ

jﾂﾞ

を
岬
？
瓦
に
、
北
恥
球
０
よ
ぅ
に

「
北
極
吼
」
と
。
‥
っ
た
、
ほ
『
き
り

と
し
た
万
ほ
零
蒔
た
ぬ
南
貼
球
に

と
？
戈
非
常
に
友
切
な
吼
で
あ
発

方
ほ
は
「
南
十
Ｔ
吼
」
の
縦
ふ
」
お
よ

そ
四
ｎ
恥
り
し
た
。
唯
が
南
の
な
随
で

為
る
。
こ
の
な
広
に
よ
っ
て
Ｉ
く
の

「
陶
の
男
」
や
「
山
の
ｍ
Ｊ
」
が
雄
々

し
く
動
き
回
っ
に
に
迩
い
な
い
▼
し

か
し
、
少
し
離
れ
た
西
の
？
に
、
同

し
よ
ぅ
な
忠
ぶ
ぷ
あ
・
‘
Ｊ
。
「
ニ
セ

十
字
咀
」
と
い
わ
れ
・
Ｑ
Ｍ
で
あ
る
。

こ
の
削
に
恒
。
た
ら
大
き
な
周
り
と

成
？
兄
し
よ
う
。
Ｑ
分
け
方
は
、
真

の
「
南
申
字
星
」
が
一
寺
？
ざ
二
つ

持
っ
て
ｰ
;
9
‘
J
｛
y

l
2
1
S
M

;
4
に
よ
。
’
・
ぷ
い
空
。
間
の
あ
る
刺
だ
。

こ
の
「
南
申
字
苫
は
南
牛
球
の
星

削
だ
か
、
グ
ア
ム
や
ハ
ー
ワ
イ
で
ら
Ｑ

ら
れ
る
。
そ
し
原
口
４
で
も
Ｑ
え

る
、
恚
。
い
っ
た
ら
以
く
だ
ろ
ぅ
か
▼

何
処
ま
で
も
り
ｔ
ｊ
の
肖
い
「
呻

司
」
で
あ
る
。
。
屁
月
て
甘
、
二
十

じ
年
ぶ
り
に
『
返
還
』
さ
れ
た
ス
冲

l
J
p
4
’
Q
”

j
g
i
l
S
･
t
;
･
l

端
で
は
南
志
ぶ
乖
Ｑ
る
こ
と
が
出

東
る
。
南
国
沖
絹
で
目
汰
ギ
字
凪
は

さ
ぞ
や
素
晴
ら
し
い
も
０
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
か
樋
仙
の
な
い
平
和
ｏ
・
烏

で
あ
れ
ぱ
な
お
さ
・
り
に
哭
し
い
も
○

で
あ
ろ
う
Ｖ
し
か
し
、
二
十
七
年
ぷ

り
に
「
日
本
九
」
と
改
昨
し
た
卸
一

は
、
未
だ
「
不
馬
心
」
０
＆
割
り

を
返
土
す
。
心
こ
と
が
出
家
な
い
。
そ

れ
と
こ
ろ
か
昔
々
そ
０
随
一
は
治
国

£
禰
老
共
に
よ
っ
て
。
削
９
性
ぐ
。
加
‐
λ

ら
れ
て
い
る
。
新
ぼ
０
鮎
艮
や
舶
１

た
ち
は
、
前
任
に
ｑ
け
ず
と
そ
の
向

白
を
い
よ
い
よ
ア
ジ
フ
ヘ
・
回
け
で
行

く
。
そ
の
判
や
ニ
ー
ベ
ら
け
交
大
八

が
認
め
な
い
ぐ
馴
・
畑
ノ
ム
「
円

航
≒
八
・
弓
呻
知
」
い
人
民
は
り
、

Ｑ
Ｍ
り
、
ガ
レ
ー
Ｅ
一
回
汝
ｊ
ぐ
は

で
り
ム
ツ
に
闘
？
兄
い
、
Ｊ
ご
Ｉ

ハ
に
い
が
一
几
‐
な
ノ
ー
ペ
町
ぃ
に
い
㈲

。
‐
’
回
り
ｙ
旧
に
レ
ご
い
’
リ
▼
。
・
ぃ
川

一
八
八
に
に
い
。
ヅ
ム
ご
≒
卸

碩
ツ
艮
り
Ｍ
い
‥
‐
‥
９
ふ
ん
で

一
圓
］
－
釘
回
１
謡

:呂11
慧?
ｒ禁
則,l転

非
上
・
矢
峰
刑
法
各
論
講
義
哺
田
・
大
蔵

阿
南
底
一
刑
事
政
策
講
義
吉
川
軽
夫

成阿峯田部材

liほほかかか

ｎ

刑
事
訴
訟
法
講
義
鴨
良
弼

lii

奥義義

島
Ｊ
・
椿
★
租
税
法
講
義

一
べ
一
こ
ｕ
ａ

｡
I
S
I
'
l
　
理
論
経
済
学
講
義

豊
子
・
小
山
経
済
学
講
義

斎
一
秀
夫
近
代
経
済
学
講
義

田
英
米
法
講
義

椿
★
租
税
法
講
義

一
　
會
不
聯
翼
窪
隣
禰

峯
村
・
伊
藤

経
蔵
ほ
か

山
田
・
沢
木

砂
田
・
新
井

新
井
陽
】

篠
塚
昭
二

石
幹
素
郵

伊
達
・
大
践

畏
癩
新
畝
３
一
Ｓ
豊
子
・
小
山
経
済
学
講
義
大
河
内
一
男

強
制
執
行
法
」
鵜
斎
一
秀
夫
近
代
経
済
￥
講
義
中
山
伊
仙
郎

破
産
法
講
義
斎
ｓ
秀
夫
★
マ
ル
ー
緑
塁
嘸
ｓ
軸
木
鴻
一
廊

刑
法
締
鯖
講
義
福
田
・
大
裁
ケ
イ
ｙ
ズ
経
Ｉ
嘸
ｓ
小
泉
９
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白
　
山
－
Ｉ

当
局
、
な
し
崩
し

　
　
　
移
転
を
策
動
す

　
力
士
七
年
玉
八
十
九
年
は
貨
国
的
な
学
園
闘
争
が
嵐
の
よ
う
に
行
っ
な

が
、
洋
大
に
お
い
て
そ
の
中
心
は
川
越
移
転
、
図
書
館
、
学
生
会
館
建
設
問

題
で
あ
・
り
、
大
学
当
局
の
利
一
追
求
の
マ
ス
プ
ロ
叱
と
学
生
の
自
治
を
無
視

し
た
一
方
渕
な
運
営
に
対
す
る
怒
り
と
す
る
と
い
追
求
で
あ
っ
た
。
し
か
し

・
。
が
で
１
い
は
Ｊ
生
０
氾
求
に
答
え
る
こ
と
か
で
き
ず
、
・
国
家
権
力
を
豺
り
大

学
の
目
。
白
を
ふ
み
に
じ
り
機
動
隊
を
介
入
さ
せ
、
一
時
に
は
一
七
二
人
も
の

不
当
泌
拙
者
を
出
し
た
。
当
局
自
ら
話
し
今
っ
こ
と
を
影
否
し
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
『
学
生
厠
の
や
り
方
は
民
主
的
で
な
い
』
と
デ
ヅ
チ
上
げ
問
題
を

す
り
か
ー
昼
ゐ
本
質
で
あ
る
大
学
の
自
治
・
企
業
ｋ
義
に
対
し
て
の
追
求
を

巧
ふ
に
逃
げ
で
来
侃
現
在
、
図
書
館
は
学
校
郎
の
厳
し
い
監
視
の
も
と
て

　
本
年
度
よ
り
、
一
般
教
養
の
「
経
済

学
」
ロ
届
衝
生
か
、
昨
年
度
の
「
体

伺
邱
・
論
に
」
続
残
川
越
キ
’
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
。
ぺ
こ
れ

ら
は
実
賢
的
に
一
年
の
教
養
課
程
を
川

６
に
呼
ｊ
と
い
う
、
昭
和
四
十
二
年
度

一
計
州
ご
分
同
日
に
げ
わ
れ
で
い
’
べ

こ
衷
ハ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
祠

四
日
次
い
よ
う
な
ほ
解
を
出
し
、
学
長

経
済
学
部
長
、
教
務
部
長
、
に
対
し
て

公
開
質
問
状
を
田
し
た
。
「
『
白
山
校

舎
は
学
生
か
＆
す
ぎ
る
為
に
…
…
』
と

り
っ
改
築
を
も
っ
て
大
学
酒
Ｑ
は
川
越

　
－

－
‐　
Ｊ

罵
言
さ
れ
、
学
館
巡
・
設
に
関
し
て
も
、
東
洋
大
学
報
（
一
巻
一
八
リ
）
に
よ

る
と
四
十
五
里
八
月
五
日
第
一
回
会
議
が
開
か
れ
、
現
在
第
二
次
建
設
試
案

を
答
申
中
で
あ
る
。
学
生
に
公
表
す
る
こ
と
な
く
徨
叉
に
大
学
当
局
に
よ
り

進
め
ら
れ
て
い
る
。
川
越
間
一
も
例
外
で
は
な
い
。
本
年
度
よ
り
一
般
教
養

の
「
経
済
ご
と
「
公
衆
衛
生
」
が
昨
年
の
‐
１
体
育
理
論
』
に
つ
い
て
川
越

キ
ャ
ン
バ
ス
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
明
ら
か
に
分
割
移
転
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
ー
。
♀
七
年
～
九
年
の
先
輩
の
指
摘
し
た
、
大
学
当
い
の
マ

ス
ブ
ｕ
経
営
に
み
ら
れ
る
利
川
む
求
と
学
生
の
自
治
権
の
無
叫
そ
し
て
国

家
権
力
と
貼
た
く
し
て
産
学
鈍
・
同
路
線
に
み
ら
れ
る
教
。
育
の
。
円
編
成
を
行
お

う
と
す
る
企
ｌ
ｙ
し
で
の
姿
が
浮
ひ
上
が
る
。

移
転
を
・
．
げ
お
う
と
し
て
い
肩
し
か
し
て
、
琴
平
部
設
立
‐
く
ぶ
省
申
請
で
は

白
目
ど
い
う
冠
ら
れ
た
ス
ベ
Ｆ
ス
い
土
経
、
営
学
山
』
七
川
越
に
設
立
す
る
こ
と

に
毎
年
、
次
リ
こ
…
…
汀
フ
ｔ
い
る
い

一
年
次
の
教
養
課
秤
を
川
越
に
移
転
『
は
准
か
？
経
済
．
ｙ
一
一
に
お
い
ご
、
入

ｒ
る
…
…
…
－
っ
計
内
は
昭
和
四
ナ
垣
九
字
宅
□
ふ
０
で
。
・
乙
、
凹
十
四
年
上

‘
‐
ｊ
、
。
’
、
”
。
気
？
り
ー
ヤ
、
“
.
U
.
｡
n
l
.
j
‘
.
I
S
n
l
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.
‘
｡
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‐
j

t
r
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Z
、
Ｌ
．
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
ｙ
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白
玉
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７
ｆ
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、

一

に
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Ｅ

・ 「
」
一
一

・
ぃ

‥
づ
‥

一
一
犬
一
に
」
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い

1
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1

‐
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言
ニ
ブ
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に
ブ
寸
寸
≫
八
寸
プ
ノ

。

　
彫
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経

口

問| ‘ 「
－

　
　
　
　
　
一

竹
川
回
　
・

扶
白
田
ド

言
．
一
一
…
…
］
．
・
・

‐
‐
・
・
・
・
・
・
．・
・
‐
‐
”
’

・
ｔ

一 一
一‐ ‐
実
刑
に

　
　
　
　
怒
り
の
糾
弾

・ ･ ¶

一

ｉ

ｌ

ｄ

- ' ㎜ ･ ' 四

Ｌ
Ｆ
く
’
‘

�

ｌ
ｔ
－
一
一
一
　
　
Ｘ
Ｍ

　
　
「
ｊ
ｒ
［
　
ｆ
Ｌ
″
一

¶ . ･ I

- 一 一 一 一 一 一

　
ら
か
に
せ
よ
．

二
、
講
丿
罰
杞
記
載
句
ぶ
Λ
経
済

　
学
＝
関
根
Ｖ
か
時
間
割
に
記
載
し
て

　
あ
る
が
、
こ
の
不
一
致
は
い
か
な
る

　
理
由
か
ら
か
．
．

．
．
、
経
営
学
部
・
設
立
‐
く
ぶ
省
申
請
で
は

一 一

㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ － 　 一 一 一 一

　
に
な
ゴ
ー
い
た
か
、
糾
。
回
心
を
移

　
転
ｊ
る
計
画
は
あ
る
か
。

四
、
ジ
・
海
に
川
ざ
れ
ぺ
白
山
靫
蔓

　
課
程
の
川
邨
移
転
間
辿
が
司
ぴ
現
在

　
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

以
上
の
公
閲
覧
問
状
に
対
し
て
、
大
学

一
局
は
、
教
務
部
員
の
ろ
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
回
西
を
行
っ
祀

べ
現
在
、
川
越
で
開
講
さ
れ
て
い
る

　
休
背
理
、
‐
″
・
公
衆
菊
生
大
同
曙
、
経

　
済
学
も
開
講
以
前
に
、
体
育
実
技
受

　
講
学
生
か
ら
の
歿
畷
に
今
路
次
の

ｙ-１

越

二
、
他
の
埋
山
と
し
て
、
体
育
実
技
受

　
一
当
日
に
お
け
る
、
学
生
の
時
間
配

　
分
の
適
応
七
即
ち
、
体
育
実
技
の
み

　
で
川
礁
校
洵
に
登
校
す
る
学
生
に
対

　
レ
当
日
、
同
時
に
他
の
。
字
科
目
を
も

　
受
鳩
目
沢
．
Ｑ
ぶ
う
に
時
問
的
に
配
慮

　
し
に
。

筏
白
山
校
舎
ｏ
ｕ
密
叱
ふ
」
若
干
で
も

　
緩
和
す
る
・
Ｍ
Ｍ
・
も
と
に
同
訓
さ
れ

　
べ
ら
の
で
あ
。
刃

四
、
聴
講
学
生
の
対
象
を
経
済
・
経
営

　
学
部
。
・
了
生
と
し
て
い
る
か
、
受
講
に

　
つ
い
て
は
金
っ
く
自
由
で
白
山
校
舎

　
に
お
い
て
も
、
受
講
で
き
る
よ
う
に

　
措
置
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
６
の
理
由
に
よ
り
開
講
科
目
を

　
撤
廃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
二
）
現
圧
の
経
。
営
学
部
を
川
越
に
移

転
す
る
計
川
は
ま
っ
た
く
な
い
。

（
苔
帽
こ
出
さ
れ
た
白
山
学
部
の

蒼
７
儲
巽

鈴
木
信
太
郎
．
他
８
氏
共
著

－４
苧
″
儒
鴛

鈴
木
信
太
郎
監
修
朝
禽
季
雄
他
2
0
氏
共
著

に
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芝
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第
二
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笛

　
:
j
!
!
’

!
.
l
l
M
!
I
M
己
派
兵
芦

ｒ
一
隊
内
で
堺
た
軍
事
技
術
は
、
す
べ
て
・
・
‘
‐
≒

？
―
る
こ
£
兪
い
ま
！
反
戦
六
兵
士
は
ｌ
　
ｙ

Ｊ
ｙ
れ
わ
れ
に
さ
す
ん
だ
。
八
〇
〇
〇
名
も
ク
ー
勺

禰
、
。
ぱ
い
に
わ
き
あ
が
り
、
満
場
は
興
奮
よ
・
ｊ
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Q
M
r

l
i
1
1
S
’

S
￥
入
営

�
主
催
り
「
四
・
二
八
目
衛
隊
絨
兵
1
1

止
申
央
礁
艮
起
集
き
に
、
小
哨
こ
曹

と
と
も
に
反
戦
瓦
兵
兎
唇
を
現
わ
し

た
の
は
集
会
り
ψ
ぱ
を
す
ぎ
た
こ
ろ
で

あ
っ
弓

　
同
室
芯
紹
介
が
竹
な
わ
れ
る
や
い

な
や
休
心
を
９
ら
な
い
拍
手
と
歓
声
が

捷
き
、
呪
虞
六
兵
士
か
贋
ｔ
に
よ
が
っ

こ
ま
£
拓
に
小
９
一
曹
が
マ
イ
ク

を
に
Ｊ
」
り
「
叩
繩
入
民
は
、
日
本
竃
を

一
捻
ぢ
こ
・
節
男
に
入
れ
な
い
纒
争

4
&
J
剽
I
S
!
z
:
‐
Q
Q

I

:
;
1
4
1
;
1
9

尖
兵
・
目
帝
隊
は
ｒ
町
妬
揺
り
守
巡

だ
申
に
い
・
呪
二
八
り
目
勒
啄
り
巾
で

わ
れ
わ
れ
は
ｔ
・
こ
竺
し
で
は
い
な

い
。
も
・
し
わ
れ
わ
れ
が
逮
捕
さ
れ
る
な

ら
、
次
々
‐
リ
ぽ
Ｉ
民
心
す
る
で
。
あ
ろ

労.農.学.兵

8000結集

う
。
わ
れ
わ
れ
は
反
＆
を
開
始
し
た
世

界
ｏ
兵
士
だ
ち
と
・
霖
し
’
‐
に
く

こ
と
を
こ
こ
に
ち
か
う
。
」
と
の
。
断
固

た
る
Ｒ
慧
を
の
ぺ
だ
。

　
樋
い
て
内
顧
克
久
一
等
陣
士
が
江
崎

真
澄
ｇ
衛
庁
怪
官
に
あ
て
こ
要
求
者
を

力
強
い
口
閥
で
Ｉ
Ｍ
み
上
げ
、
そ
し
て

『
″
国
民
に
置
さ
れ
る
目
衡
隊
″
な
ヌ
』

と
い
う
の
!
9
6
っ
ひ
な
ウ
ソ
だ
。
関
東

大
慾
災
の
Ｑ
扱
訓
練
と
称
し
て
む
函

勁
剔
練
に
駆
り
だ
ｊ
Ｅ
砥
は
、
私
て

は
な
い
。
昨
日
、
防
衛
庁
に
決
起
し
、

本
日
吋
ま
ん
良
侃
し
こ
私
。
か
ら
口

身
弓
私
は
ま
だ
肉
゛
に
、
決
起
い
こ

と
茫
茫
’
し
い
な
り
し
か
し
多
く
の

人
々
に
″
探
』
’
‐
ふ
こ
こ
が
晟
政
明
に
母

に
一
回
Ｑ
府
号
一
巴
う
。
」
と
恣
べ
盛

大
な
柏
Ｆ
ふ
受
け
『

「
人
民
の
丘
ハ
士
」
で

　
　
あ
る
こ
と
を
ち
か
う

　
つ
還
同
肖
こ
潟
ぶ
μ
ｙ
．
か
�
に

田
で
「
わ
一
け
こ
Ｉ
こ
こ
ほ
瓦
し
ｔ
理

由
は
、
そ
れ
は
．
甲
考
察
ぶ
」
テ
レ
X
」

Ｍ
ｍ
ｔ
こ
０
で
口
ら
り
身
体
を

木
に
縛
り
つ
ぐ
匹
っ
０
き
に
．
反
対
し

て
闘
う
隋
艮
に
吋
し
こ
、
キ
バ
を
む
さ

田
‐
ｙ
ご
に
・
バ
ー
回
二
心
沼
沢
を
、
同

Ｅ
Ｉ
｛
Ｕ
Ｆ
｡
Ｕ

ｙ
４
ｔ
￥

せ
な
Ｊ
ｊ
‐
妬
心
テ
ご
と
闘
う
Λ

へ
づ
？
．
・
ぶ
…
…
・
く
Ｊ
『
一
玉
宣
し

に
・
’
・
ド

　
小
多
私
．
万
八
一
？
ヱ
・
心
「
昨
ポ
八

月
ｏ
航
空
目
色
隊
吸
入
．
昌
一
機
を
撃

Ｉ
し
こ
Ｉ
嘔
粁
に
私
は
大
き
な
衝
一
今
・
受

け
ま
し
兄
航
？
目
．
朔
豚
で
は
毎
日
、

劉
一
に
Ｑ
唄
一
献
機
と
し
て
民
閤
機
り
要

撃
烈
？
判
．
に
ら
Ｉ
に
な
タ
ー
ら
ま
す
．

わ
こ
し
は
で
漏
口
に
ゾ
し
人
陶
必

討
ぐ
Ｑ
問
図
ゼ
一
勺
尹
こ
を
反
酋
し

わ
れ
わ
れ
二
・
こ
ぶ
・
宣
言
ｍ
ｊ
溺
に

こ
こ
す
れ
ぺ
な
ら
な
い
ご
と
．
心
（
）

ヅ
け
弓

　
ハ
プ
ュ
ン
グ

　
　
　
反
戦
水
兵
も
登
場

　
恕
こ
ド
ー
戻
．
賜
に
・
ん
れ
九
れ
兄
．
ｙ
軍
り
．
ぺ
ご
…
…
｀
・
．
一
ぺ
’
Ｊ
・
．
ｙ

万
感
ゴ
ヅ
示
．
ご
辰
弓
・
八
丁
入
．
一
‥
’
．
．
’
・
’
一
・
・
、
．
’

‘

・
、
．

‘
‘
’
に
・
’
一
・
・
っ
’
〃
ｔ

‥
に
≒
フ
．
．
ｙ
に
竺
Ｔ
・
こ
い
…
…
”
‐
；
…
・
．

｀
・

．
ゴ
ー
．
石
で

７
づ
で
こ
．
こ
で
ド
ー
．
　
ズ
石
．
ム
ウ
ー
で
」
司
≒
一
回
ヱ
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l
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…
・
．
‐
・
…
…
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．
・
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一
・
・

｀

ご
こ
に
プ
言
い
ロ
レ
苧
ｊ
・
ｙ
か
わ

Ｚ
、
発
勾
ソ
ド
‘
．
．
．
Ｊ
Ｊ
ｙ
］
・
・

゛
．
．

、

．
一
一
一
ｆ

一
一
『

‐ １

で
勁
に
寥
　
．
ヤ
　

’ ・
．
．
に
て

．
か
ヘ
ー
ふ
乙
‐
爾
言
フ
高
石
哺

『
・
一
|
.
‐
1
｡
‐
l
a
　
一
一
Ｊ

￥
ｚ
・
‘

･ - － ・

- 一 一

ｙ !

凡
’
・
ご
と
い
。
乃
い
さ
つ
？
り
哨
め
Ｉ
り

れ
、
つ
ぎ
に
北
畠
士
忍
草
母
の
会
事
務

局
掻
天
野
ミ
エ
さ
ん
が
「
母
の
会
が
４

月
８
日
か
ら
開
局
し
な
反
戦
攻
逡
は
自

衛
隊
の
兵
士
た
ち
に
償
い
影
響
を
あ
た

え
て
お
り
、
指
揮
官
の
命
令
も
ゆ
る
み

が
ち
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
７
月
2
8
日

の
土
地
再
契
約
を
絶
対
に
阻
止
す
る
１
‐

と
断
固
た
る
圓
い
の
決
意
を
迷
ぺ
た
。

　
構
い
て
砂
川
基
地
拡
張
反
対
同
盟
か

ら
の
メ
フ
セ
ー
ジ
や
、
富
村
順
一
氏
か

ら
の
ア
ビ
ー
ル
が
嶋
き
諸
団
体
の
ア
ピ

ー
ル
り
慢
、
反
戦
六
兵
士
０
登
・
暴
に
到

る
の
で
あ
っ
た
。

　
Ｉ
公
は
午
唖
り
時
す
ぎ
に
終
り
、
神

田
２
１
公
園
ま
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
司

　
Ｑ
幟
瓦
μ
士
は
５
・
1
5
中
央
總
決
゛

集
会
の
会
場
で
あ
る
日
比
谷
野
資
に
も

登
場
し
、
戦
う
民
衆
と
と
も
に
・
目
薬
隊

沖
褐
賦
兵
阻
止
の
決
意
を
述
べ
た
。

　
４
・
2
8
か
ら
５
・
1
5
に
か
け
て
の
限

共
阻
止
闘
争
に
決
起
し
た
五
兵
士
に
対

し
、
わ
れ
わ
れ
は
断
固
と
し
て
防
衛
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
な

く
し
て
瓦
兵
士
の
闘
争
は
勝
利
し
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
、
権
力
の
弾
圧
が
五
兵
士
の
上

に
露
肯
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
五
兵

士
決
起
の
意
味
の
砥
要
性
を
よ
み
と
り

全
て
の
人
氏
に
こ
の
決
起
を
知
ら
せ

「
目
所
隊
冲
繩
戻
兵
阻
と
の
運
動
を

断
固
一
ち
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
・
り

な
い
だ
ろ
う
。

Ｉ
４
・
2
8
日
比
谷
野
音
Ｉ

―
―
―
－

白
山
落
書
板

。
ツ
・
、
づ
ハ
４
で
吃
一
貧
相
が

。
・
了
印
ト
は
ん
ざ
い
」

｛
づ
兌
一

ひ
ぶ
よ
く
な
．
Ｑ
わ
け
が
な
い

　
　
　
Ｘ

川
越
問
題
の
字
餐
ィ
ン
タ
ビ
４

‐
こ
ど
わ
ら
れ
る
。
’

Ｉ
虹
と
の
理
由
だ
が
は
ん
と
か

な　
　
　
Ｘ

沖
縄
の
反
革
命
的

　
　
　
統
合
を
粉
砕
せ
よ

　
四
月
二
十
八
日
、
午
き
一
時
よ
り
、

日
比
谷
野
翫
以
召
ぞ
、
束
寡
男
研
、

一
八
匈
心
呼
ひ
ひ
け
心
「
七
一
司
沖
鰐

返
還
恥
β
／
目
．
南
隊
民
兵
阻
止
／
戸
一

労
働
ろ
入
植
あ
誓
詞
巡
格
を
肪
ち

と
り
、
沖
範
０
反
華
９
同
純
白
を
跨
砕

せ
ょ
ご
中
央
総
沢
起
染
会
が
四
千
名

C
F
F

F
1
7

E
g
j
S
g
P
I

か
れ
兄

　
各
吸
収
か
ら
Ｒ
怠
表
明
と
巡
帯
り
あ

い
べ
ぶ
汀
わ
れ
、
沖
共
闘
事
一
局
か

ら
碍
リ
ぞ
っ
な
大
会
の
あ
い
さ
つ
が
な

さ
れ
ぺ
「
沖
縄
人
民
は
、
米
軍
直
後

統
励
り
砕
・
祖
国
曳
９
を
勝
ち
心
Ｑ
ペ

ミ
？
・
≒
い
兄
瓦
月
十
瓦
日
の
Ｉ

還
」
は
国
・
ぶ
権
力
ｊ
Ｎ
所
の
史
な
る
拡

大
に
旭
な
・
り
な
い
。
Ｍ
辱
の
口
と
し
て

あ
・
忿
目
南
啄
の
冲
葱
宣
は
酎
外
派

３
の
一
七
じ
て
あ
り
、
ア
ジ
ア
反
革

l
a
l
M
G
.
y

g
S
g
l
繩
人
民
と

恚
揖
し
で
４
・
Ｓ
を
誕
力
で
吻
ち
と
ろ

う
。
」

　
次
咬
£
教
授
セ
ン
タ
ー
よ
り
「
弾

圧
が
戦
前
○
冶
安
継
持
汲
の
時
の
よ
う

に
非
常
に
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
三
里

塚
の
青
年
行
動
隊
り
よ
う
に
デ
ッ
チ
上

げ
さ
え
つ
く
ら
せ
な
い
よ
う
な
固
い
決

意
を
持
っ
て
闘
い
ぬ
こ
う
。
」
と
訴
っ

た
λ
ら
れ
た
。
’

　
立
川
慧
地
江
駐
銭
闘
会
議
よ
り
「
立

川
Ｍ
地
ぬ
き
う
ら
移
．
ｋ
に
刈
し
て
わ
れ

わ
れ
は
．
斬
た
に
闘
C

Z
4
1
Z
¥
4

は
弛
．
茫
‘
目
Ｊ
し
沖
縄
を
利
川
し
軍
丿

的
飛
雌
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
．
わ
れ

わ
れ
は
単
に
日
南
隊
が
な
く
て
も
よ
い

と
い
う
０
で
な
く
、
自
衛
隊
解
体
・
ア

ジ
ア
に
同
け
た
武
装
を
ｋ
除
す
ぺ
く

共
に
吸
軍
兵
士
を
生
み
恥
池
マ
ヒ
を
行

わ
せ
．
・
心
周
辺
り
麗
争
を
組
も
う
ご
と

匝
一
研
の
あ
い
さ
つ
～
し
拍
手
を
浴
ひ

ｔ
。
　
　
．

　
腿
い
て
、
じ
一
年
中
月
中
九
日
に
国

会
突
入
を
’
ば
っ
た
沖
禰
同
の
三
人
よ
り

戦
闘
・
冽
な
梵
’
．
μ
あ
っ
た
．
「
冲
繩
．
返

還
Ｖ
ｉ
は
目
楽
隊
の
ハ
昆
化
で
あ
り

小
西
叛
軍
裁
判

　
　
第
十
七
回
公
判
開
か
る

　
五
月
中
口
午
前
十
一
阿
よ
り
、
新
潟

駒
‐
赦
Ｔ
詞
＆
腎
か
政
り
延
）
で

里
－
．
冶
‥
小
i
l
j
6
5
E
Q
7
4

1

4

た　
八
循
ぱ
斤
浹
問
い
「
．
自
菊
隊
胎
一
ゐ
・

一
も
ソ
泳
法
だ
惣
一
回
ぷ
ら
、
退
治

￥
ｙ
／
．
≒
詐
一
・
混
き
だ
」
と
り

　
・
ン
ー
μ
．
・
ぃ
・
・
ｎ
　
万
万
帚
こ
焼
万
言
．
乃
・
く
・
ヨ
ー
却
申
立
・
又
の
・

い
言
・
官
．
・
一
．
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１

．
片
祠
政
ａ
剛
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Ｊ

ご
と
で
コ
会
は
現

⊃
几
川
託
言
Ｕ

削
Ｌ
ミ
ゾ
ｙ
・
‘
に
し
、
目
り
ち
ｙ
れ
り
一
．
と
し
て
決
起
し
に
か
．
９
減

べ
一
に
日
南
泳
の
内
面
ｔ
い
．
『
Ｑ
ポ
一
戸
の
以
降
的
内
容
を
イ
ン
タ
ピ
‘
一
Ｉ

ｋ
恍
以
内
石
級
闘
争
吼
柵
鋤
６
恥
察
』
の
結
合
は
平
和
主
義
的
Ｍ
白
絹

隊
闘
争
の
限
界
を
栖
烈
に
据
膳
し
、
興
味
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
．

加－ 4 ● - - - －

一
ヅ
犬
　
　
　
　
　
　
Ｔ
現
出
ぺ
‥
う
非
民
主
的
、
非
人
四
恩
も
う
活
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く

　
湯
Ｐ
｀
り
に
．

1
‐
1
南
啄
Ｊ
Ｍ
？
ｙ
、
リ
ー
ア
よ
・
リ
．
訓
一
。
Ｌ
い
う
申
で
耐
え
難
い
一
口
吻
隊
の
申
に
残
っ
て
Ｉ
う
と
．
ｄ
う
こ

　
ご
は
に
ん
ｙ
Ｆ
叫
山
詞
．
民
出
身
で
恍
も
り
．

、
な
ｙ
、
く
’
Ｑ
の
で
す
．
そ
こ
で
一
と
は
、
そ
れ
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
と

よ
・
一
ぶ
芦
ヅ
い
は
几
州
の
．
万
万
目
フ
づ
っ
い
う
人
道
は
脱
走
か
除
一
い
う
４
え
を
も
っ
て
、
そ
う
し
た
結
論

’
‥
ゾ
ゴ
り
ぐ
４
に
自
明
塚
の
対
す
る
Ｉ
榛
の
い
軸
感
一
ら
い
の
人
が
除
隊
し
て
、
中
に
は
脱
か

　
．
フ
ド
ー
…
…
…
…
い
・
っ
ヤ
ぶ
礼
り
で
．
ほ
く
光
背
の
軍
一
し
た
人
も
い
ま
す
．

・
．
．
六
一
　
一
隊
ン
一
ぅ
ご
心
八
一
ほ
に
伐
し
け
れ
ぱ

Ｉ
そ
う
し
た
孝
一
の
申
で
ズ
フ
ト
い
た

C
p
y

l
内
に
お
け
る
矛
到
と
は
な
で
自
分
の
行
く
道
は
「
Ｑ
セ
．
」
と

に
か
・
．
．
．
．
．
‥
・
っ
．
』
．
隊
同
に
お
け
一
Ｑ
曳

ご

４
ぺ
一
時
は
自
輛
琢
を
や
め
る
こ
と

．
・
‘
現
出
へ
‥
う
非
民
主
・
同
非
人
凶

と
も
遡
え
た
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く

回
ヽ
ヤ
．
い
ぅ
慰
久
バ
き
べ
Ｔ
一
ん
殴
ヅ
』
や
め
て
い
く
入
進
も
い
る
の

’
．
．
の
・
社
会
固
矛
盾
ど
い
う
形
で
日
南
隊
一
で
す
．
ぱ
く
の
一
合
も
入
隊
す
る
阿
は

・
入
隊
七
い
う
ち
の
が
あ
る
の
で
す
．
そ
百
人
く
ら
い
い
た
の
で
す
が
、
実
際
卒

０
申
で
、
ぱ
『
く
な
と
か
そ
う
で
あ
っ
た

一

粟
（
少
年
自
衛
隊
）
す
・
る
ま
で
半
分
く

４
に
自
明
塚
の
対
す
る
Ｉ
榛
の
い
．
軸
感

一

ら
い
の
人
が
除
隊
し
て
、
中
に
は
脱
七

ご
　
ｒ
　
…
…
―
乙
意
味
で
、
『
』
つ
き
の
で
す
が
、
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口
口
ん
ｕ
Ｔ
叫
山
詞
．
民
出
身
で
白
も
り
．
い
芯
て
く
’
Ｑ
の
で
す
．
そ
こ
で
一
と
は
、
そ
れ
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
と

ベ
ー
ぶ
芦
ヅ
い
は
几
州
の
．
一
分
先
回
り
．
サ
っ
い
う
人
道
は
脱
走
か
除
一
い
う
４
え
を
も
っ
て
、
そ
う
し
た
結
論

．
、
・
‐
ゾ
ノ
・
に
バ
い
れ
る
ｏ
に
、
ｉ
、
一
明
に
な
れ
ば
．
．
・
印
、
．
’
．
一
ギ
を
時
の
申
で
自
衛
隊
内
で
Ｉ
う
と
Ｉ
ｄ
う
こ
と

・
、
句
・
言
…
…
ぃ
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．
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こ
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・
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り
尚
で
・
入
ぞ
き
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Ｔ
‐
‐
ん
殴
で
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い
く
入
進
も
い
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の
Ｉ
そ
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し
た
時
ヽ
自
i
i
l
’
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心
意
味
で
は

’
ら
・
鷹
れ
て
い
ま
す
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例
え

昨
固
心
館
大
学
へ
行
っ

、
民
４
諸
召
還
が
非
常
に

　
六
一
　
一
隊
ン
一
ぅ
ご
心
八
一
ほ
に
伐
し
け
れ
ぱ
Ｉ
そ
う
し
た
孝
一
の
申
で
ズ
フ
ト
い
た

　
…
…
…
り
し
ぺ
ー
刀
玉
．
符
代
、
ｎ
校
生
時
一
わ
け
で
ー
か
、
そ
う
．
・
．
ご
う
わ
け
で
・
目
南

と
て
工
慌
あ
右
昧
万
別
｀
ご
い
う
も
の

一

隊
と
い
う
も
の
を
弓
そ
行
か
ざ
る
を

べ
‘
．
？
ぺ
．
ぃ
こ
裕
ノ
ー
い
ま
す
か
ら
、
□
斯
啄
に
あ

‐
’
．
に
し
四
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プ
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ニ
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と
ぃ
し
？
；
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卜
円
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同
か
白
翼
に
か
わ
９
な
か
っ
に
し
、
ま
た
自
分
か
レ
ー
ダ

‘
‘
’
ゾ
≒
ペ
ド
ー
フ
ー
フ
く
・
り
リ
傾
・
同
か
あ
・
る
わ
け
乙
１
某
地
、
わ
れ
わ
れ
の
．
・
巣
で
実
戦
部

　
　
こ
　
勺
　
バ
ヤ
ゾ
レ
ペ
休
一
．
ム
戦
冽
に
ひ
わ
一
琢
、
そ
う
い
．
た
前
線
部
隊
に
配
鵬
さ

↓
７
≒
・
二
ｑ
ｊ
犬
ぷ
こ
く
｀
・
乙
う
こ
’
塙
秦
い
わ
け
兄
れ
る
中
で
ま
べ
自
衛
隊
き
．
ｊ
［
う
も
の

ｒ
　
ｌ

で
す
。
　
　
　
　
　
　
一

　
そ
う
。
Ｚ
だ
申
ご
ハ
じ
年
・
六
八
年
一

の
闘
い
こ
ー
っ
ち
勾
に
マ
ス
コ
ミ
を
通
一

ご
。
'
Ｅ
ｌ
ｔ
言
バ
バ
一
。
‐
ド
ゴ
一
言
・
ツ

一
種
の
平
等
的
生
后
と
い
う
も
の
、
同

し
も
の
を
食
べ
、
同
じ
給
料
を
貰
い
、

同
じ
様
な
生
活
を
す
る
と
い
う
一
種
の

「
」
つ
き
平
等
感
を
・
。
召
う
も
の
が
あ
る

の
で
す
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ぱ
く
な
ど
も
そ
う
し
た
も
の

川
４
・
’
こ
。
そ
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し
た
内
で
は
、
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隊
内
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む
口
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籾
冲
教
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‥
う
も
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が
あ
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・
ま
す
け
ど
・
・
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そ
う
し
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申
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は
即
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む
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晴
冲
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行
ノ
ヽ
の
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ぺ
蒋
民
堵
μ
・
、
差
４
岩
／

淵］

測

j l 』

全
一
の
治
女
出
劾
剽
練
か
は
し
ま
る
と

・
Ｊ
う
端
呪
の
中
で
、
自
分
は
ど
う
し
て

行
く
か
、
勿
論
・
自
身
で
こ
れ
を
拒
。
否

レ
た
の
で
す
が
・
・
・
、
拒
否
す
る
巡
勧
を

自
衛
隊
の
中
で
行
い
、
ピ
ラ
を
撒
い
た

り
「
佐
藤
訪
米
阻
止
」
や
「
沖
縄
間

題
」
な
と
の
ス
テ
ッ
カ
ー
ー
を
貼
っ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
Ｉ
む
翼
的
思
想
教
育
な
ぺ
隊
内
生

后
ど
は
・
・
・
。

　
Ｘ
　
五
人
の
反
戦
自
衛
官
か

　
ー
西

発
、
’
Ｊ
し
て
い
る
様
に
、

-

ｇ

● ・

一
一
一
　
・

． Ｉ Ｕ

＝ ． 』 ●

を t

・ J

○
を
八
で
欲
し
い
の
で
す
が
・
・
・
、
勿
論

自
衛
隊
は
軍
隊
で
あ
り
、
「
我
々
は
目

衡
官
と
い
う
よ
り
も
軍
人
な
の
だ
」
と

・
・
・
ｏ
今
度
、
沖
縄
へ
行
く
命
石
さ
ん
な

ん
か
も
ｉ
人
と
し
ｒ
最
後
の
ご
奉
仕

を
し
た
い
。
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す

ネ
エ
。
あ
の
様
に
し
て
自
分
を
軍
人
で

あ
る
と
し
て
位
置
づ
け
て
る
の
で
す

ね
ご
と
ろ
が
、
「
君
淮
は
軍
人
で
あ

る
前
に
武
士
で
あ
る
。
」
と
い
う
教
育

を
、
と
く
に
少
年
自
衛
官
で
あ
る
僕
迷

口
常
的
に
、
楠
木

、
乃
木
大
将
と
か

‐
四
回
ぷ
陥
高
．
‐
一
同
邨
な
ど
Ｊ
絞
背
．

乙
子
’
バ
．
．
？
子
け
心
、
ち
ご
．
も

端
凶
に
Ｉ
わ
れ
て
い
る
例
ぶ
ｙ
け
と
ご

ー
．
‐
．
ｉ
ｊ
ｌ
ｉ
↓
ｘ
・
’
．
Ｌ
Ｉ
．
こ
．
一
一
．

や
１
－
Ｉ
’
一
一
四
Ｅ
£
’
一
Ｉ
Ｅ
Ｚ
１
加
一

う
の
て
ー
け
と
、
非
常
呼
召
が
か
か
る
一

心
で
す
、
自
衛
隊
は
よ
く
非
常
呼
Ｓ
が
Ｉ

か
か
る
い
で
ー
け
ぺ
起
床
さ
せ
ら
ル
一

的
、
と
い
っ
て
良
い
の
で
す
け
れ
４
一
い
う
一
方
の
情
況
が
あ
り
、
そ
の
中
で

美
し
い
日
本
の
文
尼
と
国
家
兎
叉
Ｔ
一
隊
内
の
阿
輔
と
い
う
も
の
が
招
こ
な
わ

天
一
は
ま
だ
隊
員
教
育
の
時
間
に
は
入
一
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
棟
な
原
味
で

っ
て
き
て
い
な
い
の
で
す
け
れ
尹
Ｔ
・
、
一
単
に
、
自
衛
隊
の
中
だ
け
を
問
題
に
し

一
ｓ
ａ
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そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
共
産
主
義
の
侵
略

て
行
く
の
で
は
な
く
予
備
役
・
隊
友
か

か
ら
ｕ
本
を
｛
ｗ
る
、
と
い
う
わ
け
で
宛
自
衛
官
で
つ
く
っ
て
い
る
隊
友
会
も

す
。
愛
国
主
義
教
育
の
方
は
割
り
と
抽
‐

‐
同
一
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
自

象
的
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
反
共
軟
膏
衛
隊
搦
力
会
ね
間
題
に
し
て
い
か
な
く

の
方
は
「
戦
記
」
と
い
う
中
か
ら
出
そ
て
は
な
ら
な
い
。
て
、
そ
の
様
な
帝
国

れ
て
い
る
の
て
す
が
・
・
・
ぱ
く
が
記
憶
し
・
主
義
貳
隊
と
い
う
の
は
常
備
冪
だ
け
で

て
い
る
こ
と
て
は
、
一
九
四
五
甲
の
六
な
く
、
地
域
・
社
会
あ
る
い
は
エ
珊
に

月
に
、
満
州
に
ソ
巡
軍
か
は
い
っ
て
き
ま
で
浸
透
し
て
い
く
予
備
役
や
隊
友
と

て
日
本
軍
が
優
退
さ
苫
れ
た
な
す
石
ぅ
形
で
‘
例
え
ぱ
豊
田
に
延
貧

が
、
そ
の
な
か
で
日
本
の
軍
人
家
族
が
豊
田
支
部
と
い
う
、
爵
築
会
と
い
う
形

作
。
り
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
哨
神
教
で
工
場
に
浸
透
し
て
い
る
Ｉ
つ
く
ら
れ

一

句
ミ
ー
れ
だ
り
、
ま
た
ソ
連
ガ
ス
ウ
で
い
る
の
で
デ
ご
一
心
賤
な
汽
で
義
一

ヱ
ー
デ
ン
に
人
ご
・
４
た
と
い
う
こ
と
軍
隊
″
勢
力
″
と
い
う
か
帝
国
雫
。
一
一

が
、
凱
画
４
.
義
図
Ｘ
と
い
う
の
は
全
一
部
。
交
配
勢
力
″
と
い
う
か
、
そ
の

そ
弓
な
む
だ
と
、
「
暇
。
。
‘
心
」
を
つ
か
っ
も
の
も
包
め
た
秘
体
と
対
決
し
て

一
四
に
一

で
教
脅
し
で
行
く
の
で
す
。
共
産
主
義
・
叛
軍
運
動
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
い

は
Ｍ
略
一
家
で
如
戦
的
な
の
だ
、
と
い

よ
く
行
軍
の
練
洲
な
と
に
使
っ
演
習
鋤
一
う
わ
け
で
哭
ま
瓦
、
そ
の
仙
に
政
治

ま
で
か
け
足
を
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
ど
的
教
育
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
神
教

ズ
ー
ッ
ト
考
え
て
い
た
の
で
ｒ
け
れ
ど

會
の
申
で
や
る
の
で
す
け
れ
ど
、
現
在

「
日
Ｘ
Ｓ
Ｓ
条
約
」
は
な
ぜ
堅
持
す
る

必
要
か
あ
る
の
か
、
だ
と
か
、
こ
こ
か

一
ら
畝
ら
の
い
う
民
主
丿
義
と
い
う
も
の

一 一 -

に
入
っ
て
い
っ
て
、
聘
季
活
動
な
ど
に

入
っ
て
行
く
の
で
す
。

一
滴
な
ぶ
に
来
る
の
か
な
ア
、
ま
ア
、

う
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
隊
内
の
珊
勁

と
い
う
の
を
中
心
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い
5
％
Q
y

g
S
!
g
F
1
6

に
．
ｌ
’
入
牢
け
な
わ
れ
る
大
統
領

溥
早
に
万
一
ｊ
・
。
‐
ｒ
す
る
男
気
る

　
現
色
、
ハ
ノ
イ
公
辺
は
’
四
日
故
ポ

ー
チ
・
ミ
ン
が
一
咄
六
。
瓦
年
五
Ｈ
、

ハ
ノ
ず
￥
？
ツ
ツ
に
９
ぶ
し
た
肉

μ
・
い
ア
ピ
ー
ル
シ
」
。
脚
り
返
し
放
送

し
こ
い
・
ダ
い
ぅ
。
「
戦
や
は
、
瓦

年
、
中
年
、
二
十
年
…
…
ぃ
心
・
心
い
は

そ
れ
口
Ｉ
Ｄ
ひ
く
か
も
知
れ
な
い
。

ハ
ノ
イ
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
や
一
部
の
都

ｙ

４
Ｋ
４
５
ｒ
Ｊ
４
'
Ｍ
も
句
’
れ

な
り
だ
が
ベ
ト
ナ
ム
人
民
は
恐
れ

な
い
。
独
立
志
日
山
は
ど
等
い
も
の

は
な
い
。
わ
か
人
民
は
、
一
利
の
Ｕ

が
き
た
ら
、
さ
ら
に
壮
大
で
、
さ
ら

に
笥
し
い
国
ヒ
を
￥
ご
あ
げ
。
’
っ
で
あ

ろ
ぅ
」
。

　
今
回
の
ニ
ク
ソ
ン
の
一
灯
訟
臍
は

ア
メ
リ
カ
哨
国
１
義
心
ベ
ト
ナ
ム
侵

略
が
明
確
に
敗
北
し
て
お
り
、
ぺ
ト

ナ
ム
ベ
民
の
鍼
漫
の
一
利
を
目
但
し

た
Ｉ
へ
攻
勢
に
よ
‥
で
、
人
氏
の
闘
の

酢
艮
瓦
近
い
ｔ
４
示
し
て
い
る
。
ぞ

し
ｘ
吽
『
凍
土
の
μ
地
が
ア
メ

リ
カ
の
ｉ
へ
の
近
道
の
道
連
れ
』

で
あ
る
こ
こ
か
は
っ
き
り
し
て
い
る

今
わ
れ
わ
れ
は
陣
痛
入
民
と
呼
応

し
で
、
某
地
微
ム
／
を
展
開
す
る

Ｊ
共
に
。
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
１
佩
と
一

体
と
な
っ
て
ア
ジ
ア
人
民
へ
の
授
略

を
押
し
泄
め
る
日
本
帝
国
主
義
の
目

温
灸
を
断
固
阻
止
レ
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。

内なるカオスを

新記者募集中

止揚し､開花せよ／

東洋大学新聞学会　ＴＥＬ９４Ｓ-０８６７音楽練習糧横

日
な
の
で
す
よ
（
笑
）
、
そ
れ
の
意
味

を
こ
め
て
自
衛
隊
に
お
け
る
忠
誠
心
を

つ
く
る
た
め
に
．
行
う
の
で
す
・
・
・
あ
る
意

味
で
は
耐
寒
訓
練
、
あ
る
意
味
で
は
忠

誠
心
ち
け
る
意
味
ヽ
と
い
う
訳
で
Ｉ
例
え
ば
ヽ
ぽ
く
が
少
年
自
衡
官
の

す
。
ぽ
く
は
こ
の
内
に
自
衛
隊
０
暁
神
一
時
、
空
箱
疑
を
す
で
に
や
め
て
い
た
原
一
回
次
防
か
出
て
く
る
し
、
自
柄
隊
合
憲

教
育
の
根
幹
が
蕗
わ
れ
て
い
る
と
忠
う
一
田
実
が
Ｓ
隊
に
講
綱
を
し
に
き
た
の
で
一
ｔ
あ
る
い
は
憲
法
改
。
惑
と
い
う
も
の
が

の
て
す
、
先
づ
、
こ
れ
が
一
点
で
す
デ
。
ぼ
く
か
缶
た
の
は
隙
谷
な
の
で
す
‐
‐
今
、
自
民
党
憲
法
調
査
会
で
進
ん
で
い

ね
。
こ
う
し
た
軍
人
と
し
て
の
教
育
こ
が
、
熊
谷
出
身
の
自
民
党
４
鯛
と
Ｉ
緒
一
る
。
最
近
、
露
骨
に
で
て
き
て
い
る
天
一

武
士
と
し
て
○
道
徳
剃
、
忠
誠
心
、
命
一
に
講
演
に
き
た
わ
け
で
す
。
聴
い
て
い

令
、
服
随
一
佩
と
い
う
教
育
の
喊
幹
？
る
と
「
全
国
を
ま
わ
っ
て
い
る
」
と
い

上
に
思
想
教
育
、
精
神
教
育
と
い
う
も
‐
‐
う
の
て
す
。
「
や
め
た
の
に
な
ん
で
講
一
て
い
く
力
向
に
き
て
い
る
。
そ
の
棟
な

手

侵
略
の
尖
兵
た
る

　
こ
と
を
拒
否
す
る
／
・

　
自
衛
隊
に
は
精
神
教
育
と
い
う
時
團

が
あ
っ
て
、
年
間
、
部
隊
ご
と
に
よ
っ

て
寓
め
ら
れ
、
正
確
な
数
字
は
解
ら
な

い
の
で
す
け
れ
μ
｝
、
大
体
、
教
育
隊
の

時
期
に
は
週
・
二
回
か
Ｅ
・
回
、
時
間
に

し
て
五
よ
八
時
圏
く
ら
い
が
積
神
教
育

の
時
間
な
の
で
す
。
こ
の
精
神
教
育
と

東邦薬首さをぶつける

会社概要一私どもは医家向医薬品の総合商社です
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